
道
路
の
占
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　今年の 2月に愛称が決定した、町の主要道路大谷・九

蔵線「多古台通り・多古中央ロード」と八田線「八田桜通

り」がよりみなさんに身近になるように、名前の入ったプ

レートが設置され、歩道には多古町の道路のイメージキャ

ラクターである“たこみちくん”と“きずなちゃん”がプ

リントされました。ぜひ見てみてね！

「たこみちくん  きずなちゃん」登場

おめでとうございます
　国家又は公共に対し功労のある方、社会の各分野における優れた行いのある方を表彰する重
要な制度として、春と秋の年２回候補者に対し勲章が授与されます。
　この度、秋の叙勲等においてその栄に輝かれました 3 名の方をご紹介いたします。

　

道
路
と
は
本
来
、
一
般
の
交
通
に
使
用
さ
れ
る
公
共
施
設
で
す
。
し
か
し
交
通
の
用
途

以
外
に
も
路
上
や
地
下
に
は
電
話
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
企
業

の
広
告
看
板
、
合
併
浄
化
槽
の
排
水
管
な
ど
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

本
来
と
異
な
る
使
い
方
で
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
を
「
道
路
占
用
」
と
い
い
ま
す
。
道
路

等
に
工
作
物
や
物
件
ま
た
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
場
合
は
、
道
路

占
用
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
「
道※

１

路
管
理
者
」 

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
占
用
許
可
申
請

　

企
業
ま
た
は
個
人
等
が
道
路
を
占
用
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
道
路
管
理
者
へ
の
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

許
可
を
受
け
ず
に
不
法
占
用
を
す
る
と
、

物
件
の
撤
去
や
道
路
の
修
復
、
ま
た
罰
金

の
支
払
い
等
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
正
規
の
申
請
手
続
き
を

経
て
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

法
定
外
公
共
物
の
占
用

　

里
道
、
水
路
、
池
、
農
業
用
水
路
な
ど
道

路
法
や
河
川
法
が
適
用
さ
れ
な
い
公
共
物
を

法
定
外
公
共
物
と
い
い
ま
す
。
法
定
外
公
共

例
）
浄
化
槽
か
ら
道
路
側

溝
に
繋
ぐ
排
水
管

　
こ
の
場
合
、
排
水
管
が

歩
道
と
側
溝
に
対
す
る
占

用
物
件
と
な
り
ま
す
。

　

八
日
市
場
消
防
署
（
当
時
）
が
新
設
さ
れ
た
昭

和
41
年
４
月
に
奉
職
さ
れ
て
か
ら
42
年
の
長
き
に

わ
た
る
消
防
職
に
お
い
て
、
予
防
・
警
防
・
総
務

と
全
て
の
業
務
を
経
験
し
、
平
成
19
年
か
ら
は
消

防
本
部
次
長
と
し
て
長
年
の
経
験
と
知
識
を
生
か

し
、
消
防
施
設
の
近
代
化
や
予
防
活
動
の
普
及
を

は
じ
め
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
に
際
し
「
皇
居
で
の
授
章
式
は
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
42
年
間
を
振
り
返
る

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
思
い
出
す

と
今
で
も
心
が
痛
く
な
る
よ
う
な
事
故
も
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
地
域

に
お
け
る
防
災
活
動
に
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
　
消
防
功
労

元
千
葉
県
匝
瑳
市
横
芝
光
町

消
防
組
合
消
防
司
令
長

佐さ

藤と
う 

和か
ず

夫お

さ
ん（
南
中 

宿
）

　

齋
藤
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
か
ら
助
産
師
と
し
て

国
保
旭
中
央
病
院
に
就
職
し
、
お
産
や
母
子
保
健

の
推
進
に
務
め
、
平
成
7
年
看
護
部
長
に
就
任
し

て
か
ら
平
成
16
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
病
院
内

の
職
場
環
境
や
人
材
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

現
在
は
香
取
市
に
『
か
と
り
助
産
院
』
を
開
設
。

依
頼
さ
れ
た
講
演
を
こ
な
し
意
欲
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

受
章
に
際
し
「
私
が
も
ら
っ
て
い
い
も
の
か
正

直
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
周
り
の
方
々
に
認
め
ら
れ

た
の
だ
と
思
い
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

助
産
師
と
し
て
、
そ
の
人
ら
し
い
お
産
や
子
育
て

の
相
談
に
の
っ
た
り
、
若
い
方
た
ち
に
自
分
を
大

切
に
す
る
こ
と
や
命
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
　
看
護
業
務
功
労

元
総
合
病
院
国
保
旭
中
央
病
院

看
護
部
長

齋さ
い

藤と
う 

葉よ
う

子こ

さ
ん（
五
辻
）

　

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
に
千
葉
県
警
へ
就
職

し
、
主
に
刑
事
と
し
て
県
内
各
署
を
回
り
、
小
見

川
警
察
署
（
現
在
の
香
取
警
察
署
小
見
川
幹
部
交

番
）
や
茂
原
警
察
署
の
署
長
を
務
め
、
平
成
13
年

9
月
に
勇
退
。
現
在
は
、
警
備
の
ポ
イ
ン
ト
等
の

指
導
や
学
校
や
通
学
路
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
章
に
際
し「
ま
さ
か
自
分
が
も
ら
え
る
と
は
、

光
栄
で
す
。
40
年
余
り
職
務
に
全
う
で
き
た
の
も

地
域
の
方
の
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
。
警
察
官
だ
っ

た
経
験
を
活
か
し
、
地
域
の
防
犯
対
策
や
通
学
路

の
子
ど
も
達
の
見
守
り
な
ど
で
、
お
世
話
に
な
っ

た
ご
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 瑞

宝
双
光
章
　
警
察
功
労

元
茂
原
警
察
署
長

鈴す
ず

木き 

靖や
す
し

さ
ん（
水
戸
）

※
１�

「
道
路
管
理
者
」
は
、道
路
の
種
類
に
よ
っ

て
国
土
交
通
省
や
都
道
府
県
知
事
、
市
町

村
長
が
管
理
者
と
な
り
ま
す
。

物
の
占
用
に
つ
い
て
も
道
路
占
用
と
同
様

に
、
占
用
許
可
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

道
路
占
用
料

　

道
路
占
用
や
法
定
外
公
共
物
の
占
用
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
占
用
料
を
お
支
払
い
た

だ
き
ま
す
。
た
だ
し
次
の
よ
う
な
場
合
は
占

用
料
を
減
免
し
ま
す
。

【
減
免
さ
れ
る
占
用
例
】

　

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業

　

②�

祭
典
、
縁
日
お
よ
び
慣
習
に
よ
り
設
置

す
る
占
用
物
件
で
、
当
該
占
用
の
期
間

が
10
日
を
超
え
な
い
と
き　

　

③�

個
人
が
生
活
排
水
の
確
保
の
た
め
に
占

用
す
る
と
き　

占
用
料
の
改
正

　

平
成
24
年
度
に
占
用
料
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

以
前
は
電
柱
と
電
話
柱
の
み
占
用
料
を
徴

収
し
て
い
ま
し
た
が
、
条
例
改
正
で
占
用
物

件
の
細
分
化
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

の
新
規
占
用
に
つ
き
ま
し
て
は
新
料
金
で
徴

収
し
て
お
り
ま
す
が
、
条
例
改
正
前
か
ら
の

継
続
占
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

新
料
金
で
徴
収
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
●
都
市
整
備
課
土
木
管
理
係

☎
76
‐
5
4
0
7

拡大

「道路占用」に
該当する箇所
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